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　2015年5月に西知多リハビリテーション病院が開院して以来、当院連携室は院内外の連携拠点部
門を担ってきました。その間およそ500名の患者様が自宅に退院されました。これだけたくさんの
方が自宅生活を送れているのは患者様の努力、ご家族のサポート、それを支える他機関・多職種皆さ
まのご協力があっての成果だと感じています。

　目の前にいる方の立場に立って、入院前から
退院後までシームレスで顔の見える連携を心掛
けていきます。
　新型コロナウイルス収束の目途が立たない中、
患者様やご家族に必要な対応についてご理解と
ご協力いただいていることを、この場を借りて
感謝申し上げます。
　地域の皆さまにも、「街の連携室」として、知り
たい事や相談したい事などがありましたら、お
気軽に声をかけていただければ幸いです。今後
ともどうぞよろしくお願いいたします。

　私たち回復期連携室の業務は、
1．他医療機関からの紹介患者様の入院調整・受入
2．入院や通院に関するご相談
3．紹介元、紹介先の医療機関との連携
4．退院に関する支援、医療・福祉における制度の紹
　 介、退院後の生活や療養の場に関するご相談
5．医療サービス対応、各種ご要望、ご相談
6．地域貢献、広報活動、外部関係機関を招いての地
　域連携懇話会の開催、各種連携会議への参加、教
　育機関や他機関への出張講義
　などが挙げられます。人員体制は看護師１名、社
会福祉士6名が在籍しています。

西知多リハビリテーション病院情報誌

西リハだより西リハだより
回復期連携室について

上段：左より若月、久納、永田
下段：左より皿井、田雜、藤井

回復期連携室では退院された
患者様にお葉書を送っています。
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　最近は、コロナ感染症の影響もあり、外に出ての運動が行いにくい状況が続いています。特に高齢
者の方は持病の影響や運動量の低下により全身の筋肉減少を招いてしまう【サルコペニア】に陥る
可能性があります。
　サルコペニアを予防するには生活習慣はもちろんの事、適度な運動がとても大切です。
　今回は自宅で行える簡単な運動をご紹介します。

　回数は10回1セット、出来そうな方は20回1
セット等回数調整をしながら、当院では一日
100回を目標に行っています。
　椅子の高さは、40～45cm程度から行いま
しょう。
　運動は習慣化を
図る事が理想です。
疲労の状態に併せ
て少しずつ回数を
増やしていけるよ
うに実施していき
ましょう！

頑丈な椅子に浅く
腰掛けます。足は肩
幅より少し狭めに
開きましょう。

頑丈な椅子に浅く
腰掛けます。足は肩
幅より少し狭めに
開きましょう。

背筋を伸ばした
まま、真っ直ぐ
おじぎをします。

背筋を伸ばした
まま、真っ直ぐ
おじぎをします。

おじぎをした状態
のままお尻を浮か
せ、つま先の方へ体
重を移動させます。

おじぎをした状態
のままお尻を浮か
せ、つま先の方へ体
重を移動させます。

支えが無いと不安
な方は前方に頑丈
な支持物を置いて
も大丈夫です。

支えが無いと不安
な方は前方に頑丈
な支持物を置いて
も大丈夫です。

体重の位置を
キープしなが
ら身体を伸ば
しましょう。

体重の位置を
キープしなが
ら身体を伸ば
しましょう。

自宅にて行える体操　No.1

①立ち上がり運動
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　今年の春、新たに11名の職員が入職しました。一人ずつご紹介させていただきます。
新入職員紹介

多くの患者様が笑顔で安心して自
宅復帰できるよう精一杯サポート
出来たらいいなと思っています。
先輩方に指導を頂きながら成長し
ていきたいと思っています。宜し
くお願い致します。

患者様が安全な生活を送れるよう
に支援していける理学療法士にな
りたいと思い、入職いたしました。
様々な経験を積み、患者様に還元
できるよう精一杯頑張りますので
よろしくお願いします。

患者様や先輩方とたくさんｺﾐｭﾆｹｰｼ
ｮﾝを取ることで誰からも接しやす
く頼られる理学療法士になってい
きたいと思っています。まだまだ
未熟者ですがこれからよろしくお
願いします。

より多くの技術や知識を身につけ、
温かな雰囲気をつくる事を意識し、
患者様に合ったリハビリテーショ
ンを提供できるように頑張ります。
まだまだ未熟者ですが、よろしく
お願いします。

これから多くの知識や技術の向上
を目指していき、患者様の生活に
貢献できるように日々励んでいき
たいです。至らない点もあります
が頑張っていきたいと思います。

学生時代に実習生としてお世話に
なり、病院の明るい雰囲気や職員
の患者様に対する姿勢に惹かれ、
入職しました。新人として作業療
法士として精一杯頑張りますので
よろしくお願いします。

まだまだ至らない部分があると思
いますが、これから多くの事を学
び様々な経験を積んで、患者様の
力になれるよう励んでいきたいと
思います。精一杯頑張りますので
よろしくお願いします。

患者様が目指す生活に貢献できる
ように、たくさんの知識や技術を
身に付けていきたいと思っていま
す。まだまだわからない点がたく
さんありますが、精一杯頑張りま
すのでよろしくお願いします。

患者様だけでなく、ご家族やご友人な
ど患者様とコミュニケーションを取り
たい方々にも寄り添える言語聴覚士を
目指していきます。楽しいリハビリ
テーションを提供できるよう精一杯頑
張りますのでよろしくお願いします。

今までは急性期病院の整形外科で
働いていました。回復期病院へ転
院される患者様が多く、その後の
看護に関心があり当院に入職しま
した。これから沢山学んでいきた
いです。よろしくお願いします。

今まで急性期の病院で働いており、
回復期の病院は初めてで分からな
い事も多いですが、早く一人前に
なれるように一生懸命がんばりま
す。よろしくお願いします。

理学療法士
矢吹友也

理学療法士
早川将矢

理学療法士
伊藤綺一

理学療法士
松下紗弓

理学療法士
野北享杜

作業療法士
山崎真由

作業療法士
久野雅己

作業療法士
今井咲良

言語聴覚士
久田乃愛

看護師
加藤千夏

看護師
日比侑茄子
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　4月30日、当院屋上庭園にて患者様と一緒に夏野菜を植えました。
今回はゴーヤ、紫蘇、ミニトマト、ピーマン、キュウリ、落花生、さつまいもを植えました。
前回植えたジャガイモは大きな葉をつけており、これからが楽しみです。この苗が大きく育ったら、
患者様と一緒にこれらの野菜を使って調理訓練を行う予定です。

　昨年度も、当院に対しまして多大なご理解とご協力を頂き誠にありがとうございました。

そろそろ梅雨も明け、本格的な夏が訪れようとしています。家の中で過ごすことが多くなったこの頃、世
間ではスマホッ首という言葉が生まれたそうです。スマホッ首とは、スマートフォンを触りすぎる等、長
時間顎を引く体勢でいることにより首や肩が凝り固まってしまうことだそうです。皆様も家の中で過ご
す際、スマホッ首はもちろん読書ッ首やテレビッ首にも気をつけてくださいね。（作業療法士 Ｍ）

西知多リハビリテーション病院　知多市岡田野崎１３　TEL ０５６２-５４-３５００（代表）

外来受診の場合、他院からの紹介状、事前予約は必要ありません。内科的な病気や症状、各部位の
リハビリなどお気軽にご相談ください。

編 集 後 記

2020年度のご報告

屋上庭園

常滑市9％
阿久比町7％

半田市4％ その他5％廃用症候群1％

入院疾患内訳 入院患者様住所地 退院後の行き先

自宅83％
知多市
50％

脳血管疾患
59％

整形疾患
40％ 東海市

25％

老健13％
特養2％ 有料2％

当院託児所の子どもたちも楽しく水や
りをしています。


